
【平和のシンボル】　手賀沼公園やアビスタには、平和の記念碑や平和の灯、広島市と長崎市から譲り受けた被爆樹木の子孫のほか、「原爆の子の像」のモデ
ルとなった佐々木禎子さんが折った折り鶴など、さまざまな平和のシンボルを設置しています。設置場所など、詳しくは市ホームページをご覧ください。
問　企画政策課・内線568
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平成29（2017）年に流山市から
我孫子市湖北台へ移住。現在は
市民活動団体「湖北をみんなで
楽しみ隊」のリーダーとして、仲
間と一緒にフリーマーケットな
どのイベントを開催し、地域交
流の活性化に取り組んでいる。

昭和32（1957）年、我孫子市中
里生まれ。大学病院時代は市外
に住んでいたが、その後、我孫
子市に戻り昭和62（1987）年に
歯科医院を開業。
平成19（2007）年に我孫子市長
に就任し、現在5期目。

桜や芝生がきれいで好きです。広さを生
かして、フリーマーケットや防災フェス
タでのマルシェを開催しました。また、
湖北駅南口のイルミネーションもおすす
めです。11月から3月まで毎月デザイン
を変えていることを知った時は驚きまし
た。明るい飾り付けが防犯にもなってい
ます。
星野市長：私も毎年湖北駅南口のイ

ルミネーションを見に行くことが楽しみ
です。片岡さんは、以前は布佐地区にお
住まいでしたよね。昨年は竹内神社の例
大祭に行きましたか？
片岡さん：はい。4年ぶりに例大祭に

行ってみたら、父が地域の方と防犯活動
をしていて、新しく引っ越してきた方た
ちと一緒にお祭りを作り上げていたこと
に感動しました。夫は「例大祭で舞う小
学生がとても素晴らしかった」と言って
いました。布佐地区の学校には郷土芸能
の授業がありますよね。
星野市長：授業の他に、市内小・中

学校4校（我孫子第四小・湖北小・布佐
小・布佐中学校）には郷土芸能クラブが
あり、各地域の笛や太鼓の演奏などを教えてくれる方がいます。
片岡さん：おそらくクラブに入っている子が舞っていたのだと思います。

布佐地区では、地域の伝統文化が子どもたちに引き継がれていると感じまし 
た。
星野市長：我孫子市のお祭りの伝統は、地域の方の協力で受け継がれてい

ます。地域ごとにさまざまなイベントや伝統があるので、皆さんが住んでいる
地域だけでなく他の地域にも足を運び、我孫子市の良いところをより多く見つ
けていただければと思います。

これからの我孫子市に求めること

山本さん：手賀沼が昔のようにきれいになったらいいなと思います。以前、
北海道へ旅行した時に湖を泳いだら、子どもが「水と一体感を感じる」と言った
ことが印象的でした。手賀沼が見える家に住んでいますが、物理的にも心理的
にも沼との距離があるので、いつか手賀沼の水がきれいになり、泳げるように
なったらうれしいです。
星野市長：手賀沼の水は工場排水がないので泳いでも健康被害はなく、ト

ライアスロンも開催しています。水質改善にはいくつもの課題があるので、引
き続き取り組みます。
片岡さん：我孫子市は文学のまちなのに書店が少ないことが気になっていま

す。本が好きなので、古本市のような本に関連する活動をしてみたいです。他

にも、空き店舗の活用や子ども向けイ
ベントの開催など「何かをしてみたい」と
思っている方が集まって話せる機会があ
ればうれしいです。
星野市長：空き店舗を活用する場合

は、市の補助制度をご利用ください。活
用方法など、担当課と相談しながら進め
ましょう。
小林さん：手賀沼公園にある平和の記念碑や被爆樹

木の子孫など、市の平和事業について知られていない
ことがもったいないと思います。市内でも戦争の歴史
にふれられることを、子どもたちはもちろん、大人に
もぜひ知ってほしいです。
星野市長：市では、毎年8月に市内各中学校の代表

生徒を被爆地へ派遣しています。派遣中学生の多くも
手賀沼公園の樹木を知らなかったので、これまで以上
に平和事業の周知に取り組みます。
小林さん：その他に、市の補助金の申請やイベント

の申し込み方法などが主に窓口とファクスなので、E
メールでも申し込めるようになればうれしいです。
星野市長：現在、LINEを活用したオンライン申請などを進めています。高

齢者が多いので、窓口やファクスを併用し、各年代に合った申し込み方法を増
やしていきます。

「住みたくなるまち」を目指して

星野市長：私は我孫子市の湖北地区で生まれ育ちましたが、大学病院にい
た頃は市外に住んでいました。大学入学前は「絶対に我孫子市から出ていくん
だ」と思っていましたが、実際に市外に住んでみると「やっぱり我孫子市の方が
いいな」と感じ、現在も市内で暮らしています。皆さんが感じたことを多くの
方に知っていただき、我孫子市の良さを再発見するきっかけになればと思いま
す。今後も、住みたくなる・住み続けたくなるまちづくりを進めます。

▲湖北駅南口のイルミネーション

▲竹内神社例大祭の宮出し

▲郷土芸能祭で舞を披露する小学生

▲平和の記念碑、平和の灯
ともしび

▲長崎市から譲り受けた被
爆クスノキⅡ世
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人生を思い描いたときに 住みたくなるまち　我孫子
　 令和5（2023）年の基準地価調査で、東京圏の住宅地の地価上昇率　1位・2位が我孫子市内となり、市の住みやすさが評価されました。
実際に市外から移住した3人に「移住した理由」「住んで良かったこと」　「おすすめスポット」「これからの我孫子市に求めること」を伺いました。
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https://www.city.abiko.chiba.jp/shisei/heiwakokusaika/heiwajigyou/abkheiwasimbolmap.html
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